
おお抹茶席 席 （300円）（300円）
会期中の土期中の土曜･日曜･祝日祝日*  11時～15時
お箏の音色お箏の音色 （無（無料）料）
会期中の土期中の土曜･日曜･祝日*  11時～15時
演奏：箏曲穂波会演奏：箏曲穂波会

春の煎茶席茶席 （500円）円）
2月22日（土）2月22日（土）･23日（日） 23日（日） 10時～15時
主催：日主催：日本礼道小笠原流 中礼道小笠原流 中村楓好社中

茶花体験会･展示会茶花体験会･展示会 （無料）料）
主催：主催：松風会室町御流 永沼峰汀松風会室町御流 永沼峰汀

【体験会】 【体験会】  見学もご自由にどうぞ 見学もご自由にどうぞ
2月2月14日4日（金）、28日、28日（金）、3、3月6日（6日（金）、19日（木）日（木）
10時～12時
【展示会】【展示会】
会期中の土曜･日曜期中の土曜･日曜･祝日*  11時～15時 

第６回 「子どもびなの宴」
２月１５日（土）～３月８日（日）

「大隈家食器を特別展示」
２月１１日（火）～３月２２日（日）

 「雛祭り関連の本を展示」
２月２７日（木）～３月２４日（火）

「県博
クロニクル」展
１月１日（水･祝）
～３月８日（日）
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象牙細工（牙彫）は明治10年代頃から大流行し、昭和象牙細工（牙彫）は明治10年代頃から大流行し、昭和
時代の初めまで製作されました。主に皇室や宮内省の時代の初めまで製作されました。主に皇室や宮内省の
御用品として買い上げられたようで、皇室ゆかりの御用品として買い上げられたようで、皇室ゆかりの
鍋島家には多数の作品を所蔵しています。質感やにお鍋島家には多数の作品を所蔵しています。質感やにお
いまで伝わってきそうなほど本物そいまで伝わってきそうなほど本物そっくりに彫刻さりに彫刻さ
れた植物や動物、人物たちの生き生きとした仕草や表れた植物や動物、人物たちの生き生きとした仕草や表
情はまさまさに超絶技巧！是非じっくりとりとご覧ください。ださい。

１．「牙彫鶏置物」 鍋島紀久子所用ヵ  大正～昭和時代初期   ２．「木彫南瓜棚飾」 大正天皇より竹屋家、のち朝香宮家に伝来   ３．「牙彫苞苴蜆置物」 有栖川宮董子妃より鍋島栄子拝領  明治
～大正時代／「牙彫葡萄置物」 貞明皇后より鍋島栄子拝領  大正時代 ／「牙彫酸漿置物」「牙彫野菜置物」 ともに鍋島紀久子所用   ４．「牙彫猿の桶作り置物」 昭憲皇太后より鍋島栄子拝領   
５．「牙彫子供之像」 鍋島紀久子所用   ６．「牙彫狆置物」 鍋島紀久子所用   ７．「牙彫子守女」 朝香宮家伝来   ８．「牙彫バナナ棚飾」 中川竜英作   昭憲皇太后より鍋島紀久子拝領  明治時代後期

期間中は、下記の日程で和の文化に親しむ各種イベント期間中は、下記の日程で和の文化に親しむ各種イベントを開催いたいたします。
1階展示室の「鍋島家の雛祭1階展示室の「鍋島家の雛祭り」展を観覧後に、ぜひお立ち寄りください。」展を観覧後に、ぜひお立ち寄りください。
※ご参加の際は、入館料※ご参加の際は、入館料の他に（   ）内に（   ）内の料金が別途必要となります。

今年今年の特別展特別展示　本物本物そっくり！繊！繊細な象牙細工象牙細工

週末の催し物（２階）階）

鍋島直正公銅像

開館時間開館時間：10時～17時（会期中無休）（会期中無休）
入館料：30入館料：300円（小学生以下無料）（小学生以下無料）
※「佐賀城下ひなまつり」共通券（600円）「佐賀城下ひなまつり」共通券（600円）で
　徴古館（300円）と歴史民俗館エリア（400円）を　徴古館（300円）と歴史民俗館エリア（400円）を
　全て観覧できます。（3月22日まで）　全て観覧できます。（3月22日まで）

（3月22日まで）
「佐賀インターナショナル
40回記念大会回顧展」
１月１７（金）～３月２２日（日）

2020
火 火

こころざしのもりこころざしのもり

＊ 2月22日（土）･23日（日）は＊ 2月22日（土）･23日（日）は「春の煎茶席」の開催に伴い春の煎茶席」の開催に伴い
　 「お抹茶席」･「お箏の音色」･「茶花展示会」はお休みです。　 「お抹茶席」･「お箏の音色」･「茶花展示会」はお休みです。
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禎禎子さまの銀製雛道具

横長の長の大雛壇大雛壇

栄子さまのおひなさま 紀久子さまのおひなさま

侯爵･黒田長知の娘 禎子さまは明治33年（1900）に侯爵･黒田長知の娘 禎子さまは明治33年（1900）に12代2代
直映公と結婚。雛人形は伝来していませんが、江戸時代直映公と結婚。雛人形は伝来していませんが、江戸時代
後期～明治時代に作られた176点もの純銀製の雛道具が後期～明治時代に作られた176点もの純銀製の雛道具が
遺されています。文房具や化粧道具遺されています。文房具や化粧道具などバリエーションバリエーション
豊かで、思わず見入ってしまう精巧さです。豊かで、思わず見入ってしまう精巧さです。

佐賀藩の支藩のひとつで、佐賀藩の支藩のひとつで、
7万石を領した小城鍋島家7万石を領した小城鍋島家
に伝わった江戸時代後期のに伝わった江戸時代後期の
大振りな古今大振りな古今雛。
絢爛豪華で品格のある容絢爛豪華で品格のある容
姿、華やかで繊細な装飾も姿、華やかで繊細な装飾も
見事です。見事です。

 朝香宮鳩彦王の第一王女 紀久子さま（明治44年生まれ）は、朝香宮鳩彦王の第一王女 紀久子さま（明治44年生まれ）は、
昭和6和6年（1931）年（1931）に13代直泰公に降直泰公に降嫁。
端正な顔立ちの有職雛や三人官女、五人囃子･楽人、端正な顔立ちの有職雛や三人官女、五人囃子･楽人、箏弾き
人形などは、表情や衣装、仕草にもぜひご注目くださ人形などは、表情や衣装、仕草にもぜひご注目ください。い。
家紋家紋入りの御道御道具類はご結婚時に誂えられたものです。れたものです。

紀久子さまの大雛壇（長さ５ｍ）

有職雛職雛有職雛職雛

花車曳き人形車曳き人形毛作り人形作り人形

形棚

コーヒーカップ･ワイングラスーヒーカップ･ワイングラス

栄子さまの大雛壇（長さ６ｍ）

 公家･廣橋胤保の娘 栄子さまは、明治14年（1881）に公家･廣橋胤保の娘 栄子さまは、明治14年（1881）に
11代直大公の継室としてイタリアで結婚。直大公の継室としてイタリアで結婚。
優しい顔立ちの有い顔立ちの有職雛や次郎左衛門雛、ユーモラスな雛や次郎左衛門雛、ユーモラスな
ブランコ乗り人形、ワイングラスやコーヒーカップブランコ乗り人形、ワイングラスやコーヒーカップ
など洋風の雛道具も見どころです。道具も見どころです。

 明治2明治20～30年頃に東京･永田町の鍋島邸日本館30年頃に東京･永田町の鍋島邸日本館
で撮影された古写で撮影された古写真。横長の大雛壇に雛人形や。横長の大雛壇に雛人形や
雛道具がずらりと飾られています。徴古館では、雛道具がずらりと飾られています。徴古館では、
この古写真の様子古写真の様子になにならったらった３段の大雛壇飾り３段の大雛壇飾り
をご堪能いただけます。をご堪能いただけます。

徳
川
将
軍
家
よ
り

徳
川
将
軍
家
よ
り

盛 

姫

一
八
一
一
―
四
七

禎
子
（
玉
印
）

侯
爵
・
爵
・
黒
田
家
よ
り

黒
田
家
よ
り

一
八
八
二
―
一
九
三
三

て
い
て
い  

こ

明
治
天

明
治
天
皇
（
永
印
）

一
八
五
二
―
一
九
一
二

紀
久
紀
久
子
（
花
印
）

一
九
一
一
―
八
九

き　

く　

こ

き　

く　

こ

直
映
（
亀
印
）

一
八
七
二
―
一
九
四
三

な
お
な
お 

み
つ

１２
代

直
泰
（
扇
印
）

１３
代

一
九
〇
七
―
八
一

な
お
な
お 

や
す
や
す

直
大
（
松
印
）

１１
代

一
八
四
六
―
一
九
一
一

な
お
な
お 

ひ
ろ

鍋
島
直
正

鍋
島
直
正

（
扇
印
）

１０
代

一
八
一
四
―
七
一

な
お
な
お 

ま
さ
ま
さ

直
要
（
鑑
印
）

１４
代

一
九
三
五
―
二
〇
〇
八

な
お
な
お 

も
と
も
と

允
子
允
子
妃
（
徳
印
）

一
八
九
一
―
一
九
三
三

の
ぶ 

 

こ

の
ぶ 

 

こ

胤
子
（
菊
印
）

一
八
五
〇
―
八
〇

た

ね

た

ね 

こ

公
家
・
家
・
梅
溪
家
よ
り

梅
溪
家
よ
り

栄
子
（
梅
印
）

一
八
五
五

―
一
九
四
一

な
が
な
が 

こ

公
家
・
家
・
廣
橋
家
よ
り

橋
家
よ
り

昭
憲
皇
太

昭
憲
皇
太
后

一
八
五
〇
―
一
九
一
四

（
若
葉
印
）

朝
香
宮
鳩
彦

朝
香
宮
鳩
彦
王
（
鶴
印
）

一
八
八
七
―
一
九
八
一や

す
や
す 

ひ
こ
ひ
こ

筆 

姫

田
安
徳
川
家
よ
り

田
安
徳
川
家
よ
り

一
八
三
〇
―
八
六（

花
菱
印
）

佐賀藩佐賀藩主･侯爵侯爵  鍋島家鍋島家 皇　室皇　室

 関係略系図関係略系図

形棚

直大公･栄子様
お揃いの次郎左衛門雛
直大公･栄子様

お揃いの次郎左衛門雛

鳩彦王所用の
次郎左衛門雛
（女雛）
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ブランコ乗り人形ランコ乗り人形

花手桶手桶

三人官女人官女 五人囃子（雅楽）人囃子（雅楽） 鯛曳き人形曳き人形

（継 室）（継 室）

（継 室）（継 室）

高さ50cm超の
豪華豪華な古今雛

こ  きんきん  びなびな

朝香宮家の
家紋を丸く
アレンジした
金蒔絵の
御道具

碁盤 実寸大

古今雛（佐賀市所蔵）今雛（佐賀市所蔵）で示したお方たお方のおひなおひなさまを中まを中心に展示に展示していています。

江戸時江戸時代
の

御人形御人形

箏弾き人形人形
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